
公益社団法人 茨城県作業療法士会 

令和 4年度 第 2回理事会 議事録 

 

令和 4 年 6 月 5 日 12 時 15 分、Web 会議ツール Zoom による Web 会議において、理事 23 名、監事 2
名出席の下、第 2 回理事会を開催し、下記議案に付き全員一致をもって可決確定の上、13 時 15 分散会

した。 
 

令和 4年 6月 5日（日） 令和 4年度第 2回理事会 12：15～  

インターネット会議システム ZOOM を使用し、Web 会議形式で実施。 

出席：（理事）大場、小森、山倉、筧、細田、荒井、後閑、磯、田口智、木口、柘植、田口功、浅野、

栗原、大津、幸野、新堀、服部、田中、岩本、小山、稲葉、松本 23 名 

   (監事) 西、水野 

   (書記) 松本 

   (欠席) 唯根、坂本、寺門 3 名 

 

 

【Ⅰ審議事項】 

  

1． ZOOM 研修会開催時の参加者上限枠拡大について   子ども委員会 田中委員長  →継続審議 

＜審議概要＞ 

・現行の ZOOM の契約プラン(プロプラン)は参加者 100 人までの制限があり、それ以上参加すること

はできない。研修内容によっては 100 名以上になってしまうことがあり、これまではオンデマンド

配信等で対応していた。著作権の保護などの観点からリアルタイムでの配信のみで行えないかと考

え、今回の議案を提出した。 

・ZOOM の研修参加者を増やす方法が４種類ある。 

・1つ目は追加オプションで参加者 500～1000 名に増やせるプランが月額 6700円。2つ目はウェビナ

ー契約でこちらは人数の上限が増えることと研修会設定が行いやすいプランで月額 10000円。3つ

目はビジネスプランで参加者 300 名まで増やせるプランで中小企業向けのため、研修会などではあ

まり必要ない付加設定があり、月額 7000円となっている。4つ目は YouTube と連動して配信する設

定もあるようだがうまくいかない可能性があるため、あまり現実的ではない。 

・昨年の学会で 1つ目の追加オプション使ったことがある。1か月から追加することができるため学

会月とそろえることで 1回の追加オプションで済むのではないかと考えたが、子ども委員会の研修

は 9月を計画していたため難しい。 

・対面研修が始まった場合、継続した ZOOM での研修はどうなるのかわからない。 

・現在行っている研修会で参加者が 100 名を超える研修は学会と子供委員会の研修のみだったことを

考えると費用に見合っているか何とも言えない。 

 ＜審議結果＞ 

 ・各部局で ZOOM のプランについて検討してもらい、メールで常任理事に確認をする。 

 

 

2． ZOOM の使用範囲について     荒井総務副部長         →担当部局へ差し戻し 

＜審議概要＞ 

・茨城県作業療法士会として Zoomアカウントを契約している。現在、理事会・研修会・市民公開講

座等で利用しているが、県士会会員が行う勉強会や医療圏での活動などを行う際に県士会会員が

Zoomを使用する基準を検討したい。 

・前回理事会で意見を下に、使用にあたっての管理や申請方法について資料を作成したので検討した

い。 

＜審議結果＞ 

・県士会のアカウントを使用する際に一般会員の使用にはセキュリティが担保できないため現状通り

理事の管理下で使用する。 



・今後は、日本作業療法士協会の SIG 認定のされた団体には貸し出すかなど、教育学術局・常任理事

を中心に検討していく。 

・研修会でのポイント付与についても共催・後援とで違うため、研修会の取り扱いについても教育学

術局にて整理していく。 
 

【Ⅱ報告・連絡事項】 

 

 
・令和 4年 7月 3日（日）第 1回常任理事会 茨城県作業療法士会事務所または ZOOＭにて開催予定 

 

以上 

 
 


